
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月１０日（金）に、相馬市民会館を会場に、「令和７年度福島県下小・中学校音

楽祭」が開催され、本校特設音楽部が出場しました。３年生から６年生の７０名が心を

一つに演奏しました。客席で子どもたちの演奏を聴いていましたが、これまでの演奏の

中で、一番上手に演奏ができたと思いました。 

 審査結果は、優秀賞をいただき、見事、全国大会出場となりました。相馬市まで来て

いただいた講師の先生方、楽器の運搬や子どもたちのサポートをしていただいた保護者

の皆様、本当にありがとうございました。 

次は、１０月２６日（日）にけんしん郡山文化センターで行われる「ｔｂｃこども音

楽コンクール東北大会」、そして、今回出場権を得た１１月１５日（土）に千葉県文化

会館で行われる「第１４回日本学校合奏コンクール２０２５グランドコンテスト」です。

子どもたちは、また、新たな目標に向かってがんばります。引き続き、応援とご支援を

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月１５日（水） 学校だより№３４   発行責任者 校長 嶋 忠夫 

 

 

 １０日に、特設音楽部が県大会に向けて相馬に出発する際に、音楽 

部以外の５・６年生がそっと体育館わきに待機して、サプライズで応 

援をしてくれました。４年生は、ベランダに出て応援しました。音楽 

部のがんばりを全校生で応援していました。 

まさに、金透 ONE TEAM でした。応援ありがとうございました！ 


